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② 身体的・精神的ストレスに対する耐性が弱く逃避 ③ 黒姫高原の自然に触れ、人間と自然環境が調和し
型適応を選択しがちである。 て生活することを学ぶ






















時間 プログラム名 内容 構考
午前 移動目8己紹介 同担任が担当
午後 アイスブレーク 男女;~会 10現 S喜怒学校のインストラ付ーがla導
E虫食 講義の羽詰として実恥
夜 講義(i)fa分史J 副校長先生 キャIJYデザインの第I自講演
講義母fi3分史J ナウマン像記念博物館学芸員
なるのではないカか￥つj という疑問を抱いたD 理13由j畠ヨとして F戸2臼日










































































































































































援についても記述してもらった(写真 1) C付表 3)。
4.3 白々の活動振り返りアンケートの実施
















































質問項目 7 i班が一つになったかj質問項目 8 iみ
んなに支えられているように感じたかjで 1日目から
2日目にかけては高くなったが、 213 eIから 3日目に
かけては低下した。




総得点 密己統希IJ 表現力 読解力 自己主張 他者受容 関係調整
全体 pre 86.61 15.20 13.09 14.26 13.36 14.82 15.01 
二153 ~ 87.16 15.11 13.32 14.42 13.27 14.95 15.22 
両侭IJ確率 0.555 0.646 0.258 0.421 0.648 0.453 0.283 
総得点 自己統制 表現力 読解力 自己主張 他者受容 関係調整
上位群 pre 101.25 17.20 15.54 16.71 16.00 17.05 17.39 
n=40 ~ 98.34 16.88 15.39 16.22 15.34 16.56 16.78 
両側確率 0.046 0.319 0.410 0.158 0.037 0.090 0.033 
* * * 総得点 自己統制 表現力 読解力 自己主張 他者受容 関係調整
下位群 pre 72.45 13.60 10.45 11.70 10.65 12.48 12.55 
n二40 ~ 76.95 13.55 11.38 12.53 11.30 13.53 13.50 
両側確率 0.004 0.900 0.024 0.011 0.065 0.001 0.004 
* * * * * * p <0.01 * p<0.05 
表3 ふりかえりアンケート分散分析
1日目 2日目 3日自 分散分析
質問番号 平均 SD 平均 SD 平均 SD F 
4.20 0.72 4.63 0.58 4.58 0.67 24.42 * 
2 4.56 0.59 4.76 0.53 4.72 0.57 7.20 * 
3 4.61 0.55 4.67 0.58 4.46 0.76 6.56 * 
4 4.26 0.78 4.37 0.79 4.14 0.89 4.52 * 
5 4.18 0.76 4.37 0.80 4.35 0.83 3.91 本
6 4.27 。圃74 4.50 0.68 4.35 0.84 6.03 * 
7 4.47 0.63 4.76 0.59 4.40 0.86 15.00 * 
8 4.40 0.67 4.64 0.60 4.37 0.87 7.98 *本












露間項目 1 質問項自2 3 
平均値の差標準誤差 有意確率 平均!直の差 標準誤差有意確率 平均値の差 標準誤差 有意確率
1日目 2臼目 -.425キ 066 000本牢 -.197牟 050 000料 059 047 652 
3日目 -.373ヰ 068 000牢牢 -.164キ 059 017 * 150 .066 073 
2日目 1日目 425ヰ 066 000ネヰ 197キ 050 000料 059 047 652 
3日目 052 065 1.000 033 058 1.000 209本 063 004料
3B巨 1司自 373* 068 000料 164本 059 017 * -150 066 073 
2日自 ー052 065 1.000 -033 058 1.000 -.209事 063 004料
134 質問項目5 6 
平均値の差標準誤差 有意確率 平均値の差 標準誤差有意確率 平均値の差 標準誤差 有意確率
1B目 2司自 -.111 080 502 -.190本 070 024 * -.229* 058 000林
3日E 124 083 412 一163 072 075 -.085 075 783 
2日目 1日目 11 080 502 190ホ 070 024 * 229事 058 000 * 
3日目 235ヰ 071 003 *本 026 078 1. 000 144 066 092 
3自自 1日目 一124 083 412 163 072 075 085 075 783 
2日呂 -.235本 071 003 * -.026 078 1.000 -144 066 092 
質問項目7 費関項自8 震問項目9
平均値の差標準誤差 有意確率 平均懐の差
1日呂 2B el -.288ヰ 060 000料 一242*
3目白 072 081 1.000 033 
2日自 1B目 288キ 060 000料 242* 
066 000料
























標準誤差有意確率 平地値の差 標準誤差 有意確率
060 000 *牢 216‘ 059 01料
085 1.000 へ131 073 231 
060 000本本 216キ 059 01料
078 002林 085 061 507 
085 1.000 131 073 231 
078 002林 -.085 061 507 
















































































































































4月 10 r三1(木) 4月 11日(金) 4月 12!3 (土) 4月 13日(日)
6 : 0 0 起床 起床 起床
7 : 0 0 朝食 朝食 朝食
集合
8 : 0 0 学校出発 PA (班別) ハイキング 荷物移動
1班 16名x10班 男子30km 部屋点検
9 : 0 0 (会場) 7J;iヱ 校歌合戦
lB了民体育館 女子20km
10:00 スキー場休憩所 63;1  カレー作り
黒姫到着 昼食
1 1 : 0 0 昼食
開校式 (昼食) (昼食) 更衣
1 2 : 0 0 土産購入
アイスブレイク開始 集合写真
開校式
1 3 : 0 0 黒姫出発
14:00 
1 5 : 0 0 
PA終了 ノ¥イキング終了




















5(できる) ・4(どちらかというとできる) ・3(どちらともいえない) ・2(どちらかというとできなしり ・ 1 (できない)
「おもわず~してしまう"したいと思う」という行動や気持ちをうまく抑えることができる 5 ・ 4 ・ 3 ョ. 2 ・
2 周りの期待や思いに応じた態度をとることがで、きる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
3 相手の考えていることを話から正しく読み取ることができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
4 人と話すとき、会話のペースを自分が握って話を進めることができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
5 棺手の意見や立場を自分のことのように捉えること、考えることができる。 5 ・ 4 ・ 3 . 2 ・
6 人間関係を第一に考えて行動することができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
7 白分の感情をうまくコントロールすることができる。 5 ・ 4 ・ 3 . 2 ・
8 自分の考えを相手に言葉でうまく表現することができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
9 相手の気持ちをしぐさ(行動)から正しく読みとることができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
10 周りとは関係なく自分の意見や立場を明らかにすることができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
11 友好的な態度で相手に接することができる。(.......させる×、ともに~しよう0) 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
12 人間関係を良好な状態に維持するように心がけることができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
13 - 蕃悪の判断、モラルにもとづいて正しい行動を選択することができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
14 自分の気持ちを相手にしぐさ(行動)でうまく表現することができる。 5 4・ 3 . 2 ・
15 相手の気持ちを表情から正しく読みとることができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・
16 納得してもらうために相手に柔軟に対応して話を進めるすすめることができる 5 ・ 4 ・ 3 . 2 ・
17 相手の意見をできる限り受け入れることができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 幽
18 意見が対立している場に居合わせたときにそれぞれに適切に対応することができる 5 ・ 4 ・ 3 . 2 ・
19 _ 自分の気持ちを相手に顔の表情を掃いてうまく表現することができる。 5 珊 4 ・ 3 . 2 ・
20 相手の感情や心の状態を敏感に感じ取ることができる 5 ・ 4 ・ 3 . 2 ・
21 自分の言いたいことををわかりやすく道筋を立てて説明する 5 ・ 4 ・ 3 . 2 ・
22 _ 相手の意見や立場を尊重することができる。 5 ・ 4 ・ 3 . 2 ・
23 感情的にぶつかっている場にいあわせた時、双方に適切に対処することができる。 5 ・ 4 ・ 3 2 ・




















































































































































5 (はい)・ 4 (どちらかというとはい)・ 3 (どちらともいえない)・ 2 (どちらかというといいえ)・ 1(いいえ)
I -1 あなたの班は、今日課題にしたことを解決することがで、きましたか 5 ・4 ・3 ・2 ・1 
I -2 あなたは、班のみんなで、成し遂げたとしヴ満足感を昧わうことがで、きま 5 ・4 ・3 ・2 ・1 
しTこか。
I -3 あなたの班は、友達の意見に耳を傾けて開くことがで、きましたか。 5 ・4 . 3・2 ・1 
五-4 あなたの班は、課題解決に向けて積極的に意見をだしあうことができ 5 ・4 ・3 ・2 ・1 
ましたか。
ll-5 あなたの班は、班の友達を補助したり、劫言したりして助けることがで 5 ・4 ・3 ・2 ・1 
きましたか。
I -6 あなたの班は友達をほめたり、励ましたりしましたか。 5 ・4 ・3 ・2 ・1 
立-7 あなたは、班がひとつになったように感じましたか。 5 ・4 ・3 ・2 ・1 
ll-8 あなたは、班のみんなに支えられているように感じましたか。 5 ・4 ・3 ・2 ・1 




























































































蟻 13 ~ 
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pre pOs 
実施時期
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